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▼ 2017（H29）年度関東甲信越地区協議会総会報告 

日 時： 2017（H29）年 5 月 12 日（金） 午前 11 時～12 時 00 分 

場 所： 実践女子大学渋谷キャンパス創立 120 周年記念館 17 階会議室 

参 加： 出席館：18館 委任状：22 館 合計：40 館 

 

開会にあたって齊藤会長より、会場提供について実践女子大学への謝辞と挨拶があっ

た。続いて司会より、関東甲信越地区協議会会則第 9 条に基づき、総会の成立、および、

会長が議長となり議事を進行することが確認された。 

議題として、①2016（H28）年度事業報告 ②2016（H28）年度決算報告・監査報告 

③2017（H29）年度幹事校紹介 ④2017（H29）年度事業計画案 ⑤2017（H29）年度予算

案が提出され、審議の結果すべて原案どおり承認された。⑥その他として、齊藤会長より

研究誌への投稿および広告掲載への協力が呼びかけられた。 

また、総会終了後には「第 22 回紙芝居サミット」「全国紙芝居まつり長野大会」の案内

があった。 

 

報告・承認事項 

１．2016（H28）年度事業報告 

（１）会勢（2017 年 3 月 31 日現在）55 館 

  ＜入  会＞ 

1 館 有明教育芸術短期大学附属図書館 

  ＜退会予定＞ 

1 館 カリタス女子短期大学図書館 



 

- 2 - 

（２）総会・合同幹事会の開催 

  ＜総 会＞ 2016 年 5 月 13 日（金）11：00～12：00（於：丸善雄松堂㈱本社） 

 

  ＜幹事会＞ 

第 1回（合同） 

第 2回（合同） 

第 3回（合同） 

第 4回（合同） 

第 5回（合同） 

第 6回（合同） 

第 7回（合同） 

2016年

2016年

2016年

2016年

2017年

2017年

2017年 

5 月 

7 月 

9 月 

11月 

1 月 

3 月 

5 月 

13 日（金） 

 8日（金） 

23 日（金） 

28 日（金） 

20 日（金） 

27 日（月） 

 2日（火） 

丸善雄松堂㈱本社 

目白大学新宿図書館 

目白大学新宿図書館 

目白大学新宿図書館 

東京女子体育大学・短期大学附属図書館 

実践女子大学・短期大学図書館 

目白大学新宿図書館 

 

（３）関東甲信越地区協議会会報の発行 

第 56 号（2017 年 3 月発行） 地区総会・研修会関係報告 

 

（４）関東甲信越地区協議会研修会の開催 

日 時：2016 年 10 月 21 日（金） 

会 場：㈱プリザベーション・テクノロジーズ・ジャパン 

参 加：23 館 24 名 

テーマ：「ワークショップ：簡易補修体験－酸性紙から中性紙へ（脱酸性化処理）」 

概 要：（1）簡易補修体験会 

（2）酸性紙と大量脱酸化処理の概説 

（3）ブックキーパー酸性紙と大量脱酸化処理工場の見学 

 

２．2016（H28）年度決算報告 

   決算報告書は、協議会 HP（http://shitantokyo.org/）会計報告に掲載。 

 

３．2017（H29）年度役員・幹事（敬称略） 

会 長 ： 千葉経済大学短期大学部（齊藤 誠一） 

事 務 局 ： 埼玉東萌短期大学附属図書館（片野 裕嗣） 

  千葉経済大学総合図書館（荻野 正昭） 

名  簿 ： 佐久大学図書館（佐藤 有妃） 

会  計 ： 千葉経済大学総合図書館（荻野 正昭） 

研  修 ： 千葉経済大学総合図書館（荻野 正昭） 

広  報 ： 佐久大学図書館（佐藤 有妃） 

監  査 ： 東京女子体育大学・東京女子体育大学短期大学附属図書館（大浦 京子） 

常任サポート幹事 ： 清泉女学院大学・短期大学図書館（田村 栄子） 

 実践女子大学・短期大学部図書館（土居 道子） 

サポート幹事 ： 常葉大学短期大学部附属図書館之山文庫（杉山 潤子） 
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４．2017（H29）年度事業計画 

（１）会勢（2017 年 4 月 1 日現在）54 館 

    ＜館名変更＞ 佐野日本大学短期大学図書館 ←佐野短期大学図書館 

 

（２）関東甲信越地区協議会研修会の開催 

   日 時：2017 年 10 月 20 日（金）12：30～17：00 

テーマ：図書館業務の些細なミスからの脱却に向けて 

研修会「ヒューマンエラー対策研修基礎 2 時間コース」 

見学会「ANA エンジンメンテナンス工場」 

会 場：研修会 羽田空港第 1 ターミナルビッグバード 6 階ギャラクシーホール 

見学会 ANA エンジンメンテナンスビル 

 

（３）研究誌『短期大学図書館研究』（ISSN:0388-3663） 

第 37 号（2018 年 3 月発行予定）への論稿化の依頼 

 

（４）関東甲信越地区協議会会報の発行 

第 57 号（2018 年 3 月発行） 地区総会・研修会関係報告 

     ＊協議会 HP（http://shitantokyo.org/）に PDF ファイルを掲載の予定。 

 

（５）本部・地区合同幹事会 

・原則として、年間 6 回の開催予定（奇数月、5・7・9・11・1・3 月）。 

・臨時の合同幹事会については総会・研修会準備等の都合により随時開催。 

 

５．2017（H29）年度 予算書 

 予算書は、協議会 HP（http://shitantokyo.org/）会計報告に掲載。 

 

 

▼ 2016（H28）年度関東甲信越地区協議会研修会報告 

テーマ： 図書館業務の些細なミスからの脱却に向けて 

日 時： 2017 年 10 月 20 日（金）12:30～17:15 

会 場： 羽田空港第１ターミナル・ギャラクシーホール「シリウス」 

ＡＮＡエンジンメンテナンスビル 

参加者： 28 名（21 機関[うち未加盟館 4]、3 個人賛助会員） 

 

【日程】12:10   集合・受付 

12:30～  研修会「ヒューマンエラー対策研修基礎 2 時間コース」 

14:30～  休憩、見学会場へ移動 

15:30～  羽田地区整備場見学「ＡＮＡエンジンメンテナンス工場」 

17:00～  終了（見学会場または新整備場駅にて解散） 

 



 

- 4 - 

【概要】 

（１）研修会：ヒューマンエラー対策研修基礎 2 時間コース 

 永年航空機の整備に携わってこられた山内敏幸氏（ＡＮＡビジネスソリューション株

式会社）から、①人間特性～なぜヒューマンエラーを起こすのか～、②ヒューマンエラ

ー対策の概念～ヒューマンエラーが事故に至る経緯～、③ヒューマンエラー防止策～ヒ

ューマンエラー対策の具体的方法～、の３本を柱としてお話を伺った。 

 ①では人間の脳や記憶の仕組みについて学ぶことで、人間の特性を理解することがで

きた。②では、ハインリッヒの法則、

エラーチェーン、SHEL モデルといった

概念をとおして、個々人の注意だけで

は防止できないヒューマンエラーと事

故の関係を知ることができた。③では、

ヒューマンエラー対策の具体的方法と

して、指差呼称をはじめとする方策を

学習したうえで、一番大切なことは円

滑なコミュニケーションであることを

認識することができた。 

 

（２）見学会：ＡＮＡエンジンメンテナンス工場見学 

 一般には非公開のエンジンメンテナンス工場を見学し、研修会で学んだことが現場で

どのように取り組まれているかを実際に見ることができた。 

 ２万点以上の部品で構成される航空機のエンジンを、精密に、効率的に、安全に点検

整備する工夫を現場の整備士の方に説明していただいた。似た部品の取り付け間違いを

防ぐための工夫、工具の置き忘れを起こさないための工夫、若手職員がベテラン職員に

疑問や問題提起を投げかけやすいようにする工夫など、様々な工夫を知ることができた。

なんといっても工場内がすばらしく整理整頓され、小さなネジ１本落ちていても気がつ

くように清掃されていることに参加者一同感心した。 

 図書館現場はもとより、仕事全般や日常生活にも役立つ研修であった。（文責：荻野） 

 

【参加者アンケート結果】 

 

 

 

 

 

 

具体的な事例に興味深く聞き入る様子 

満足 

90% 

やや満足 

5% 

未記入 

5% 

見学会 

満足 

90% 

やや満足 

5% 

未記入 

5% 

研修会 
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▼『短期大学図書館研究』第 38 号（2019.3 発行）原稿募集  

ただいま 2018（H30）年度発行『短期大学図書館研究』第 38 号の原稿を募集中です。 

図書館に関する研究論文、調査・事例報告、情報・ニュース等、投稿してみませんか？

今年こそはと思う方、詳細は私立短期大学図書館協議会 HP

（http://shitantokyo.org/recruitment/）「研究誌原稿募集」に掲載の募集要項等をご覧下さ

い。お待ちしています。 

 

▼ 事務局だより 

「図書館業務の相談窓口」について 

日々の図書館業務上の個別相談を受け付ける「図書館業務の相談窓口」を設置してお

ります。毛利名誉会長が相談窓口になり、質問内容から適任の相談スタッフ（本部理

事）が回答・助言いたしますので、メールにてお気軽にご相談ください。 

【相談窓口】名誉会長：毛利 和弘 mouri@asia-u.ac.jp 

幹事交代のお知らせ 

2017 年 11 月より次のとおり交代いたしました。 

事務局・会計・研修担当： 

千葉経済大学総合図書館（荻野 正昭）⇒ 同図書館（石川 博丈） 

サポート幹事：千葉経済大学総合図書館（荻野 正昭） 

 

 

▼ 編集後記 

今号は、2017 年 10 月に「図書館業務の些細なミスからの脱却に向けて」をテーマに開

催されました研修会の報告です。会報作成にあたりご協力いただきました方々に心から

お礼申し上げます。                  （佐久大学図書館：佐藤） 

◇◆◇◆◇◆ 

【感想】（アンケートより抜粋） 

・具体的な事例があってわかりやすかった。全ての仕事や日常生活に役立つ内容だった。 

・ひらがなの「お」を 60 秒間に何文字書けるかの挑戦では、途中で「す」になったり、

点を 2 つ書きそうになったりと、60 秒間なのに意識が途切れて集中できないことを実

感しました。 

・ヒューマンエラーの原因を、事例と科学的なデータ分析と理論で説明していただき非常

にわかりやすく参考になりました。「お」が「あ」になったりしました。 

・ヒューマンエラーを防止するために一人ひとりが何を実践すべきかがわかったので、良

かったです。また、ヒヤリハットが起きたら、皆で情報を共有することが大事であり、

さらに声が上げやすい環境を整えようと思いました。 

・普段一般には公開されていないとのことでしたので、見学できる機会をいただけて感謝

します。実際のエラー対策の具体例を見ることができて良かったです。 

・貴重な体験だった。ヒューマンエラー対策の工夫、日常的に行なわれている業務改善の

姿勢など感心することばかりだった。工場の床の綺麗さに驚いた。 


